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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
「
腹
囲
測

定
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
第
一
条

件
で
あ
る
肥
満
（
腹
囲
が
男
性
で

85
セ
ン
チ
、
女
性
で
90
セ
ン
チ
以

上
）
が
目
立
ち
、
特
に
男
性
の
該

当
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
に
は
糖
質
異
常
、

女
性
に
は
脂
質
異
常
の
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
自
覚

症
状
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
状
態
が
続
く
と
糖
尿
病
や
虚

血
性
心
疾
患
な
ど
を
発
症
す
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
予
防
し
、
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
日
頃
の

食
生
活
を
見
直
し
、
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
が

医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す

　

医
療
機
関
で

の
受
診
件
数
を

見
る
と
外
来
が

97
％
と
圧
倒
的

に
多
く
、
外
来

の
医
療
費
に
つ
い
て
は
４
割
弱
を

生
活
習
慣
病
患
者
の
医
療
費
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

事
実
、
40
歳
以
上
の
方
で
は
高

血
圧
は
４
人
に
１
人
、
糖
尿
病
は

10
人
に
１
人
、
高
脂
血
症
は
11
人

に
１
人
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19

年
度
に
行

わ
れ
た
総

合
健
診
の

結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

総
合
健
診
を
受
診
し

た
方
は
３
２
９
８
人
で
、

そ
の
内
訳
は
70
歳
代
の

方
が
約
３
割
と
１
番
多

く
、
60
歳
以
上
の
高
年

齢
者
が
６
割
以
上
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
一
方
、
若
い
方
の
受

診
率
が
低
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病

の
該
当
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。（
図
２
）

肥
満
は
病
気
の
前
段
階

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　

最
近
、
肥
満
や

高
血
圧
、
脂
質
異

常
、
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
が

問
題
と
な
っ
て
お

り
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
は

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
、
糖
尿
病
が
重

複
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
動

脈
硬
化
が
急
速
に
進
行
し
、
命
に

か
か
わ
る
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
発

症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

総
合
健
診
で
も
、
昨
年
度
か
ら

テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
、
国
保
加
入
者

の
保
険
税
負
担
が
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
度
の
40
～
74
歳

で
国
保
被
保
険
者
の
「
総
合
健
診
」

受
診
率
は
約
25
％
と
低
く
、
こ
の

課
題
の
達
成
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
も
、
健
診
で
年

１
回
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
健
診
結
果
を

正
し
く
認
識
し
、
病
気
を
予
防
す

る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

☎
２
３
ー
４
３
１
０

 

２
３
ー
４
３
１
６

　

こ
れ
ら
は
、
肥
満
や
生
活
習
慣

の
乱
れ
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

ま
す
。
重
篤
な
疾
患
に
か
か
る
前

に
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
、

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
「
特
定
健
診
」
が

始
ま
り
ま
す

　

来
年
度
か
ら
生

活
習
慣
病
患
者
の

減
少
を
目
的
と
す

る
「
特
定
健
診
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

「
特
定
健
診
」
は
、
40
～
74
歳

の
国
保
被
保
険
者
が
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
24
年
に
受
診
率
が

65
％
以
上
な
け
れ
ば
、
ペ
ナ
ル

【図2】平成19年度総合健診の病態別割合

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

腎機能障害

肝 疾 患

心電図異常

高 血 圧

脂 質 異 常

糖 尿 病 9.3

7.3

4.4

2.5

1.7

0.9

（％）

～平成１９年度総合健診の結果から～
生活習慣を見直そう！【図1】年齢別受診者割合

25～29歳  　1.7％

70歳代
31.0％

80歳以上
9.9％

30歳代  　9.1％
40歳代　9.7％

50歳代　13.1％

60歳代　25.5％

計 3298人

　生活習慣病を予防するために、食事や
運動習慣を継続的に改善していくことは
非常につらく、難しいことです。１人で
取り組むのではなく、仲間と励まし合い
ながら実践してみませんか？
　市保健課では平成２０年度に、楽しく
運動できる『陸上ウォーキング』や、運

動実践を中心
とした『健康
ア ッ プ 教 室 』
などを開催す
る予定です。
　詳細は広報
やホームペー
ジで紹介して
いきますので、
参加してみて
ください。

生活習慣病予防のために
あなたも参加してみませんか？
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市
で
は
商
店
街
の
活
性
化
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
空

き
店
舗
を
利
用
し
た
事
業
者
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

３
月
以
降
に
事
業
着
手
す
る
新
規

事
業
者
が
対
象
で
す
が
、
事
前
に

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業
者
と
条
件
内
容

　

韮
崎
駅
前
や
本
町
通
り
を
中
心

　

と
し
た
近
隣
商
業
地
域
ま
た
は

　

商
業
地
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域

　

で
、
30
㎡
程
度
以
上
の
事
業
用

　

面
積
を
有
し
、
２
年
以
上
の
営

　

業
が
見
込
ま
れ
る
小
売
業
お
よ

　

び
飲
食
業
（
風
俗
営
業
は
除
く
）、

　

ま
た
は
多
目
的
に
利
用
可
能
な

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
商
店

　

街
に
と
っ
て
、
有
益
な
事
業
を

　

実
施
す
る
者

※
こ
の
ほ
か
、
市
で
定
め
た
要
綱

　

の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
事
業
者

　

に
は
補
助
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
補
助
限
度
額
（
補
助
率
２
分
の
１
）

◇
新
規
事
業
に
係
る
建
物
改
修
費

　

な
ど　

50
万
円

◇
店
舗
賃
借
料

　

月
額
５
万
円
（
１
年
間
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

（
内
線
２
３
２
）

空
き
店
舗
利
用
者
に
補
助
金
を
交
付
！！

や
る
気
の
あ
る
人
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
市
民
バ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
見
直
し

を
検
討
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
公
共
交
通
検

討
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

　

市
内
路
線
バ
ス
を
よ

　

く
利
用
す
る
方

■
定
員　

２
人
程
度

■
内
容

　

公
共
交
通
検
討

　

協
議
会
（
年
３

　

回
程
度
）
に
出

　

席
し
、
韮
崎
市   

　

に
適
し
た
公
共

　

交
通
に
つ
い
て

　

審
議
を
行
っ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
２
年
で
報
酬
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
３
月
31
日
（
月
）

　

必
着
で
持
参
す
る
か
、
郵
送
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

　

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
書

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
、
職
業
を
漏
れ
な
く

　

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
に
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
）

〒
４
０
７

－

８
５
０
１

韮
崎
市
水
神
１

－

３

－

１

２
２
ー
８
４
７
９

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

公共交通検討協議会委員を募集します
公共交通のあり方を考える

　市では、家庭か
ら 排 出 さ れ る 可
燃・不燃ゴミを「エ
コ パ ー ク た つ お
か」へ直接搬入し
処理することができる「自己搬入の
日」を、４月から毎月第２土曜日の
９～１１時に変更します。

■注意事項
◇時間厳守でご利用ください。
◇市民であることの確認を免許証な
　どで行います。
◇しっかりと分別をしてください。
◇搬入は普通車以下の車に限ります。
　（許可車を除く）

■お問い合わせ
　市民課環境保全担当
　（内線１３１･１３２）

「自己搬入の日」について

「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る

　

２
月
16
日
（
土
）、

韮
崎
市
商
工
会
館

に
お
い
て
「
県
政

ひ
ざ
づ
め
談
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
は
、
県

民
の
声
を
山
梨
県
の
政
策
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
横
内
知
事
が
県
民

と
ひ
ざ
づ
め
で
県
政
の
課
題
な
ど

を
話
し
合
う
会
合
で
す
。

　

当
日
は
、
韮
崎
市
商
工
会
製
造

業
部
会
若
手
経
営
者
17
名
が
出
席

し
「
企
業
の
活
性
化
を
す
る
た
め

に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、企
業
誘
致
や
、

優
秀
な
人
材
確
保
の
必
要
性
を
訴

え
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
広
聴
広
報
課

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
３
３
６

〈http://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/

  barrier/htm
l/koucho/

  3
2
7
4
5
2
3
4
2
0
6
.htm

l

〉



　

ご
自
分
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
課

税
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
ま

た
、
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
比
較
し
て
自

分
の
資
産
価
格
が
適
正

で
あ
る
か
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
閲
覧
・
縦

覧
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
自

己
資
産
を
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
閲
覧
・
縦
覧
の
無
料
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

５
月
30
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
閲
覧
・
縦
覧
場
所

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

10

固定資産課税台帳の確認を
自己資産をチェックしよう

■
閲
覧
制
度
と
は

　

納
税
義
務
者

な
ど
が
自
己
の

固
定
資
産
課
税

台
帳
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　

閲
覧
は
通
年
可
能
（
手
数
料
１

件
３
０
０
円
）
で
す
が
、
４
～
５

月
に
つ
い
て
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
が
所

有
し
て
い
る
固
定
資
産
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
疑
問
や
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
義
務
者
以
外
の
方

が
閲
覧
す
る
場
合
に
は
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
借

地
借
家
人
な
ど
の
場
合
は
、「
契

約
書
な
ど
の
権
利
関
係
を
示
す
書

面
」
に
よ
り
委
任
状
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
が
申
請
す
る
場
合

に
は
、
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
縦
覧
制
度
と
は

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
と
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認

で
き
る
制
度
で
す
。

　

縦
覧
は
こ
の
期
間
の
み
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
対
象
者
は
固
定
資
産
税
の

納
税
者
で
あ
り
、
納
税
者
以
外
の

方
が
縦
覧
す
る
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
同
居
の
親

族
の
方
は
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
り

確
認
が
で
き
れ
ば
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

よくあるお問い合わせ

地価が下がっているのに、
土地の税額があがるのはなぜ？

　固定資産税は、課税標準額に税率を乗じ
て求めますが、土地の課税標準額は本来そ
の土地の評価額と同じになります。しかし、
実際は課税標準額が評価額に比べてかなり
低いため、課税標準額を評価額に合わせて
いく調整を行っています。これは平成６年
度から、評価額を地価公示価格の７割にす
るしくみになったのですが、当時の宅地の
評価額は、この地価公示価格の７割を大き
く下回っており、突然本来の評価額で課税
すると、税負担が急激に大きくなってしま
うため、徐々に引き上げていこうというの
が現在の状況です。
　つまり、課税標準額がより評価額に近
い（負担水準が高い）土地は税負担を引き
下げたり据え置いたりする一方で、まだ評
価額に遠い（負担水準が低い）土地は段階
的に税負担を引き上げていき本来の評価額

（地価公示価格の７割）に近づけているた
め、地価が下落していても税額が上がると
いう場合が生じているわけです。

税額が急に高くなったのですが？

　新築住宅には２階建ての場合は３年間、
３階建て以上の場合には５年間に限って、
１２０㎡まで税額が２分の１に減額される
特例があり、この減額適用期間が終了した
ことや、住宅を壊したことにより住宅用地
に対する特例が適用外になったことなどが
考えられます。
　その他の原因も考えられますので、ご不
明な点は、お問い合わせください。

　

10
ａ
あ
た
り
２
万
円
を
補
助

◇
対
象

　

麦
、
大
豆
、
野
菜
、
果
樹
、
景

　

観
形
成
作
物

※
果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
は
、

　

平
成
17
年
以
降
の
作
付
が
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

■
産
地
づ
く
り
交
付
金

◇
内
容

　

麦
お
よ
び
大
豆
の
作
付
を
、
そ

　

れ
ぞ
れ
３
ａ
以
上
行
っ
た
場
合

　

10
ａ
あ
た
り
１
万
円
を
補
助

◇
対
象

　

生
産
調
整
（
転
作
）
を
実
施
し
、

　

集
荷
円
滑
化
対
策
の
拠
出
を
行

　

っ
た
方

国
の
政
策
支
援

■
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

◇
内
容

　

そ
の
年
の
収
入
が
過
去
の
平
均

　

収
入
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
減

　

収
額
の
９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

◇
対
象

　

認
定
農
業
者
（
４
ha
以
上
）
ま

　

た
は
、
一
定
の
条
件
を
備
え
る

　

集
落
営
農
組
織
（
20 

ha
以
上
）　

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３
）

　

現
在
、
日
本
の

米
消
費
量
は
ピ
ー

ク
時
（
昭
和
37
年
）

の
約
半
分
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
、

人
口
・
消
費
量
の

減
少
や
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
り

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
を
適
正
に
保
ち
、
取
引
価

格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
生
産
方

針
作
成
者
（
Ｊ
Ａ
な
ど
）
お
よ
び

韮
崎
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

が
、
生
産
数
量
目
標
（
米
の
作
付

目
標
）
を
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
。

配
分
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
に
韮
崎
市
で
作
れ
る

米
の
量
は
、３
６
９
２
．
９
ｔ
（
基

準
単
収
は
、
５
６
２
㎏
／
10
ａ
）

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

個
々
の
農
家
へ
の
配
分
は
、
個

別
に
配
布
し
た
「
水
稲
生
産
実
施

計
画
書
」
に
示
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
生
産
目
標
面
積
以
内
の
作
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
に
つ
い
て

■
市
単
独
助
成
金

◇
内
容　

　

転
作
作
物
を
植
え
た
場
合
に
は
、

水
稲
の
生
産
調
整
に
ご
協
力
を

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
取
引
価
格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
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今月の納税
税目 納期限

国民健康保険税
第１０期

３月３１日（月）

　口座振替納税は、１度お申し込みいた
だければ、指定された金融機関の口座か
ら、自動的に引き落とされて納税する便
利な制度です。
　手続きもキャッシュカード（ゆうちょ
銀行・郵便局、山梨中央銀行、甲府信用
金庫、山梨信用金庫）があれば、市役所
窓口で簡単に行えますので、ぜひ、ご利
用ください。

■お問い合わせ　
　収納課（内線１６３～１６６）

納税は、便利で確実な口座振替で

　

市
で
は
、
滞

納
解
消
を
図
り
、

市
税
等
負
担
の

公
平
性
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、

２
～
５
月
を
「
納
税
納
付
強
化
期

間
」
と
定
め
、
徴
収
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

強
化
期
間
中
の
取
り
組
み

■
財
産
差
押
え
の
強
化

　

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

　

徹
底
し
た
財
産
調
査
を
継
続
し
、

　

必
要
に
応
じ
て
捜
索
・
動
産
な

　

ど
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

■
夜
間
・
休
日
の
納
税
納
付
強
化

　

訪
問
徴
収
や
夜
間
・
休
日
の
納
税

　

相
談
・
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課
徴
収
第
１
・
２
担
当

　
　
　

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

夜間納税相談・収納窓口

３月２６日（水）

１８時～
２０時３０分

３月２７日（木）

４月２３日（水）

４月２４日（木）

５月２１日（水）

５月２２日（木）

休日納税相談・収納窓口

３月１５日（土）
１０時～
　　　１６時

４月１９日（土）

５月１７日（土）

「
納
税
納
付
強
化
期
間
」
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
保

険
料
を
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ

て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
事

業
主
が
社
会
保

険
事
務
所
に
資

格
取
得
な
ど
の
届
出
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
年
金
額
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
期
間
を
有
し
て
い
る

方
に
対
し
て
、
そ
の
期
間
を
含
め

た
年
金
を
お
支
払
い
す
る
た
め
の

「
厚
生
年
金
特
例
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
記
録
第
三

者
委
員
会
で
厚
生
年
金
保
険
料
の

給
与
天
引
き
が
認
定
さ
れ
た
方
は
、

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
年
金
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
　

☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

◇
竜
王
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５

－

２
７
８

－

１
１
０
０

「
厚
生
年
金
特
例
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

ご
自
身
で
ご
確
認
を

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ

り
、
父
親
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
母
子

家
庭
な
ど
の
生
活
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
母
子

家
庭
の
自
立
を
促
進
す

る
と
い
う
目
的
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
手
当
の

一
部
が
支
給
停
止
さ
れ

ま
す
。

■
一
部
支
給
停
止
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場

　

合
、
手
当
の
一
部
が
支
給
停
止

　

さ
れ
ま
す
。

◇
手
当
を
受
け
て
か
ら
５
年
の
方

※
認
定
請
求
を
し

　

た
日
に
受
給
対

　

象
児
童
が
３
歳

　

未
満
の
方
に
つ

　

い
て
は
、
そ
の

　

児
童
が
３
歳
に

　

達
し
て
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。

◇
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

　

年
の
方

■
一
部
支
給
停
止
対
象
と
な
ら
な

　

い
場
合

　

次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す

　

る
方
で
、
必

　

要
な
書
類
を

　

提
出
し
た
方

　

に
つ
い
て
は
、

　

今
ま
で
と
同
様
に
手
当
を
受
給

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
受
給
者
が
就
業
し
て
い
る
場
合

◇
受
給
者
が
求
職
活
動
な
ど
、
自

　

立
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

　

る
場
合

◇
受
給
者
が
一
定
の
障
害
状
態
に

　

あ
る
場
合

◇
受
給
者
が
負
傷
・
疾
病
、
そ
の

　

他
の
事
由
に
よ
り
就
業
す
る
こ

　

と
が
困
難
で
あ
る
場
合

◇
受
給
者
の
児
童
・
親
族
が
一
定

　

の
障
害
な
ど
の
状
態
に
あ
り
、

　

介
護
の
た
め
就
業
す
る
こ
と
が

　

困
難
で
あ
る
場
合

※
一
部
支
給
停
止
の
該
当
と
な
る

　

方
に
は
、
事
前
に
通
知
・
届
出

　

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

　

確
認
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
４
）

児童扶養手当の一部が支給停止されます
母子家庭の自立促進のため
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■
開
催
日

　

毎
月
第
４
金
曜
日

※
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
会
場　

市
民
会
館

■
内
容

◇
午
前

○
ク
ラ
ブ

　

（
書
道
、
文
芸
、　

手
芸
、
園
芸
、

　

写
真
、
華
道
、　

舞
踊
、
囲
碁
、

　

読
書
、
詩
吟
）

○
教
室

　

（
社
交
ダ
ン
ス
、
パ
ソ
コ
ン
）

◇
午
後

　

著
名
人
を
講
師
に
迎
え
た
講
座

■
年
会
費　

２
千
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、
各

　

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

　

（
内
線
１
７
９
・
１
８
０
）

　

老
壮
大
学
で
は
、
学
生
み
ず
か

ら
企
画
、
運
営
に
あ
た
り
、
毎
月

１
回
、
各
界
著
名
人
を
講
師
に
迎

え
た
講
座
を
開
き
、
教
養
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
日
本
社
交
ダ
ン
ス
協

会
認
定
教
師
の
中
村
一
さ
ん
が
初

歩
か
ら
指
導
し
て
く
れ
る
「
ダ
ン

ス
教
室
」
や
、
専
属
講
師
に
よ
り

初
心
者
で
も
安
心
し
て
習
え
る

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
、
好
評
に

つ
き
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
な
ら
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。“
と
り
あ
え
ず
様
子
だ

け
で
も
”
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で

す
。
み
な
さ
ん
の
入
学
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
老
壮
大
学
入
学
者
募
集

楽
し
く
学
ん
で
生
き
が
い
づ
く
り

　

武
田
の
里
婦
人
大

学
の
30
周
年
を
ひ
と

つ
の
節
目
に
、
第
31

期
か
ら
は
内
容
を
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
名
称
も
「
武
田

の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ

ジ
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

月
に
１
度
の
講
座

な
ど
は
無
理
な
く
自

由
に
参
加
で
き
、
実

力
派
の
講
師
に
よ
る

講
演
は
も
ち
ろ
ん
、

楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
数
だ
け
学
び

方
が
あ
り
ま
す
。“
ま

ず
は
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
”
生
涯
学
習

の
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
武
田
の

里
ラ
イ
フ
カ

レ
ッ
ジ
は
、
多

く
の
仲
間
と
の

出
会
い
や
感
動

と
と
も
に
、
あ
な
た
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
学
び
の
場
で
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
し
た
い
と
お
考
え
の
方
な
ら
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
生

涯
学
習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
講
日
時

　

４
月
17
日
（
木
）

　

13
時
30
分
～

※
５
月
か
ら
の
予
定
は
別
表
参
照

■
場
所　

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

※
韮
崎
駅
か
ら
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

　

ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
間
は
、
送

　

迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
第
１
回
講
座
内
容

　

記
念
講
演

　

「
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
・

　

に
ら
さ
き
」

　

講
師　

韮
崎
市
長　

横
内
公
明

■
ク
ラ
ブ

　

書
道
、
俳
句
、
料
理
、
手
芸
、

　

陶
芸
、
パ
ソ
コ
ン
、
き
り
絵
、

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

■
入
学
金　

　

５
千
円
（
年
額
）

※
１
講
座
２
千
円
の
体
験
入
学
も

　

あ
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

４
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
申
込

　

書
に
記
入
し
、
入
学
金
を
添
え

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
韮
崎
市
教
育
委
員
会
、

　

市
民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

◇
韮
崎
市
教
育
委
員
会

（
内
線
２
６
６
～
２
６
８
）

◇
中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
）

☎
２
２

－

１
１
２
１

武田の里ライフカレッジ
〝武田の里にらさき〟に息づく生命や暮らしに根ざし、生涯にわたって学ぶ大学

月　日 講演・講師

  4 月 17 日
開講式、「夢と感動のテーマシティ・にらさき」

韮崎市長　横内 公明

  5 月 22 日
「自分流・自然体を貫く 簡単、楽しい、いきいき健
康法」  　　  （社）中高年齢者雇用福祉協会公認講師

　　　　　　タレント、健康管理士　小久保 晴代

  6 月 19 日
「料理は楽しくシンプルに！
ズボラ料理をはじめませんか？」　

ナマクラ流ズボラ派家庭料理家　奥薗 壽子

  7 月 17 日
「～笑う門には福来たる～思いっきり笑うと元気に
なれます」                  落語家　三代目　林家 染二

  8 月 28 日 「オーケストラコンサート」　　名古屋大学交響楽団

  9 月 18 日
「武田信玄～知られざる実像～日本は歴史から何を
学ぶべきか」　静岡大学教育学部教授　小和田 哲男

10 月 23 日
「あいまいな日本の問題点がスッキリわかる
辛坊のニュースななめ読み」

読売テレビ解説委員　辛坊 治郎

11 月（未定）観劇（予定）

12 月 18 日
「命を咲かせる　自分が好きですか」

南蔵院第二十三世住職　林 覚乗

  1 月 17 日 民放男性アナウンサー（出演交渉中）

  2 月 19 日
「～女優・妻・母～二人三脚で乗り越えた介護の日々」

女優　小山 明子

  3 月 14 日 閉講式、学園祭



　

市
で
は
４
月

よ
り
体
育
施
設

を
利
用
す
る
方

の
利
便
性
を
高

め

る

た

め

に
、

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
の
体

育
施
設
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ウ
ッ
ド

ジ
ム
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
の
予
約

を
市
営
体
育
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
管
理
棟
内
の
音
楽
室
、
会

議
室
な
ど
体
育
施
設
以
外
の
予
約

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
勤
労

青
年
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
利
用
申
込
受
付
時
期

◇
市
民
ま
た
は
峡
北
地
域
勤
労
者

　

１
か
月
前

◇
市
外
利
用
者　

２
週
間
前

■
予
約
受
付
場
所　

市
営
体
育
館

※
電
話
受
付
可

■
申
請
手
続
・
料
金
支
払
場
所

　

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

（
韮
崎
市
営
体
育
館
内
）

☎
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◇
韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

☎
２
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ー
８
２
７
４
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ひ
な
祭
り
は
「
桃
の
節
句
」
と

も
い
い
、
女
の
子
の
成
長
を
祝
う

大
切
な
年
中
行
事
の
１
つ
で
す
。

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
ひ

な
祭
り
の
お
祝
い
を
し
な
が
ら
文

化
財
へ
の
興
味
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
企
画
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ミ
ニ
企
画
展

「
民
俗
資
料
館
で
ひ
な
祭
り
」

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
今

年
も
資
料
館
収
蔵
品
の
ひ
な
人
形

と
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
た

人
形
を
、
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

蔵
屋
敷
に
展
示
し
て
、
旧
暦
に
あ

わ
せ
て
「
桃
の
節
句
」
を
お
祝
い

し
ま
す
。
ご
自
宅
と
は
一
味
違
っ

た
風
情
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
７
日
（
金
）
～

４
月
20
日
（
日
）

　

９
～
16
時

　

蔵
屋
敷
（
民
俗
資
料
館
裏
）

※
月
、
木
曜
日
の
午
前
中
は
休
館

■
入
館
料　

無
料

※
民
俗
資
料
館
で
受
付
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」

　

企
画
展
「
民
俗
資
料
館
で
ひ
な

祭
り
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所
（
２
回
開
催
）

　

３
月
23
日
（
日
）

　

①
10
時
、
②
13
時
集
合

　

蔵
座
敷
（
民
俗
資
料
館
裏
）

■
定
員　

各
７
組
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
参

　

加
す
る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴

　

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
２
２

－

１
６
９
６

（
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
９
時
～

16
時
30
分
ま
で
）

民
俗
資
料
館
で
ひ
な
祭
り

「
桃
の
節
句
」
を
お
祝
い
し
よ
う
！

　

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現

を
目
指
し
、
年
間
を
通

し
て
26
種
目
の
ス
ク
ー

ル
や
、
13
種
目
の
サ
ー

ク
ル
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
会
員

を
募
集
す
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
が
元
気
で
健
や

か
な
毎
日
を
過
ご
す
た

め
、
自
分
に
合
っ
た
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
３
月
中
の
１
か
月
間
を
無
料

無料体験を実施しています
NPO 韮崎スポーツクラブ

体
験
期
間
と
し

て
開
放
し
ま
す
。

　

今
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て

い
た
方
も
、
こ

れ
か
ら
始
め
よ

う
と
い
う
方
も

お
友
達
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎

 

２
１
ー
２
２
５
５

　

韮
崎
市
教
育
委

員
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場

と
し
て
、
市
内
の

小
中
学
校
施
設
を

一
般
に
開
放
し
て

い
ま
す
。

　

夜
間
（
17
～
22
時
）
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
体
育
館
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
の
方
は
、
平
成
20
年
度
の

利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
、
管
理
指

　

導
員
宅
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

　

請
書
に
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
地
域
体

　

育
館
を
利
用
す
る
場
合
に
も
、

　

利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
韮
崎
西
中
学
校
は
改
築
に
伴
い
、

　

平
成
21
年
３
月
ま
で
、
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
・
体
育
館
は
使
用
で
き
な

　

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

（
韮
崎
市
営
体
育
館
内
）

☎
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ー
０
４
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夜
間
の
学
校
施
設
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
へ

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

予
約
方
法
の
変
更
に
つ
い
て


